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■先生の研究分野を教えてください。
　地球化学、特に大気化学を専門としており、大気中の様々な
化学成分を計測して、それらの大気中における動態や生態系へ
の影響を研究しています。その中でも特に、ＰＭ（Particulate 
Matter）（粒子状物質：エアロゾルともいう）に注目していま
す。自動車の排ガス規制に関係する物質で、SPMやPM2.5と
いう環境基準もあります。PMは直接粒子として大気中に排出
されるものと、窒素酸化物や硫黄酸化物などガス状物質として
排出されたものが大気中で光化学反応などにより粒子に変化
したものに分類されます。またPMには、人為的に放出された
ものの他、元来自然に存在するものも数多くあり、波しぶきが
乾燥したものや黄砂などもPMに含まれます。PMが核となっ
て水蒸気が集まり凝結し、雲がつくられます。
　私の研究では、PMを環境中で計測して、その環境中におけ
る動態、どのような気象条件下で濃度が上がり、どのように大
気から除去されるかといったメカニズムの解明を目指してい
ます。また、PMが植物にどのような影響を与えるかといった
生態系への影響も研究テーマです。

■具体的な研究内容は？
　一つ目は、大気中の窒素化
合物の動態とその環境に与え
る影響についての研究です。
自動車の排気ガスなどに含ま
れる窒素酸化物は硝酸ガスを
経てPMに変化し、海や森に
沈着すると栄養分となって生
物生産を支えることもありま
す。農地などから放出される
アンモニアも同様です。いず
れも地球上での窒素成分の循
環に関わる重要な成分です

が、過剰になると酸性雨や富栄養化、土壌の酸性化などを引き
起こします。また、これら窒素化合物はガスとPMのいずれの
形態でも存在しますが、ガスとPMでは大気からの除去過程や
大気中の輸送距離が異なり、その分配は濃度分布や地表への
降下量を左右します。この研究では、大気中において、硝酸やア
ンモニアなどの窒素化合物がどのような条件下でガスになり、
PMとなるか、また大気から降水によってどのくらい洗浄され
るか、降水のない条件下ではどのくらい除去されるのかを研究
しています。
　次に、有機物や黒鉛のような炭素化合物のPMについての研
究も行なっています。PMは直接太陽光を散乱・吸収する性質
があり、その中でも水に溶けやすい成分は雲をつくり、PMの
量が多いと雲粒が多くなり太陽光を反射しやすくなります。温
室効果気体による地球温暖化への影響については、現在かな
りの精度で見積もられています。増えたCO2だけで考えるとも
っと温暖化していいのですが、そこにはPMの寒冷効果による
相殺の影響があることが近年の研究でわかってきました。しか
し、PMやその雲による寒冷化の見積は不確実であり、気候変

動予測における課題
となっています。この
研究では、大気中に
雲の凝結核になり得
るPM、その中でも炭
素化合物がどのくら
い存在するのか、その
化学的性質、雲の凝
結能力について研究
しています。
　その他生態系への

影響についての研究では、森林への大気汚染物質の降下量の
計測を行なっています。森林は地球上の生態系として生物の現
存量が最も多く、二酸化炭素の吸収･排出量も最も大きいなど、
炭素循環において大変重要な生態系といえます。その森林が
大気汚染物質の増加によってどのような影響を受けているの
かを知りたいのですが、観測例が限られており、研究着手段階
にあります。

■今後の研究の可能性について
　PMの計測は難しく、通常行われているフィルターに集める
手法では、集めた段階で大気中での状態と変わってしまい、デ
ータに狂いが生じます。PMは小さいものから大きいものまで
様々なサイズがあり、いかに正確なデータを出せるかが課題で
す。最初から計測値には不確かさがあるということを前提とし
た上での議論も重要です。近年の計測技術の向上により、サン
プリングの時間が大幅に短縮され微量な成分の計測も可能に
なってきましたが、それでもまだ十分とはいえません。より高
度な計測技術が求められています。また山地や海洋上など
様々なフィールドでの調査が必要であることから、可搬型で安
価な、バッテリー駆動の装置の開発が望まれます。健康に関わ
るなど新たに監視が必要な物質が見出されると、これに関す
る計測装置の開発も進み、重要も伸びると予想されます。一
方、数値シミュレーションなどと組み合わせて花粉や大気汚染
物質の飛散量を予測するなどのソフト面での応用も考えられ
ます。
　窒素化合物などの大気への排出量が増大しており、地球環
境に様々な影響を及ぼしています。PMの研究を通して、地球
のメカニズムの一端の解明と環境対策の前提となる確かな知
見の蓄積に貢献していきたいと思います。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介する
ために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を
書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

●松本先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8759，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学教育人間科学部

　准教授　松本 　潔 博士（理学）

第34回

林地での観測風景

大気中における粒子状物質の動態と環境への影響の解明

全面
施行
　平成24年７月１日からはこれまで一部適用が猶予されていた従業員数が100人以下の事業主
においても改正育児・介護休業法が適用になります。
　本説明会では平成23年度均等・両立推進企業としてファミリー・フレンドリー企業部門山梨労
働局長奨励賞を受賞したパイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社による事例発表や改正育
児・介護休業法、助成金等に関する説明、人事労務ご担当者の意見交換会を行います。是非ご参加
ください。
  日　時　平成23年11月８日（火） 13：30～16：00
  内　容　  ▶均等・両立推進企業表彰授与式
  　　　　  ▶受賞企業による事例発表……（パイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社）
  　　　　  ▶改正育児・介護休業法、ポジティブ・アクションについて
  　　　　  ▶助成金について
  　　　　　　（両立支援助成金、中小企業両立支援助成金、均衡待遇・正社員化推進奨励金）
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （山梨労働局雇用均等室）
  　　　　  ▶個別相談会／意見交換会　
　　　　　＊説明会終了後に受賞企業と、ご参加の人事労務ご担当者との意見交換会を実施します
  主　催　山梨労働局　
  場　所　山梨県自治会館　講堂　1階　（甲府市蓬沢1－15－35）
  定　員　120名　（事前にお申し込みください）
  参加費　無料

●申込先…山梨労働局雇用均等室（電話055－225－2859）

 地域の安心・安全を守るために…事業所様のご理解とご協力が不可欠です
　社会経済の進展に伴い、産業構造や就業構造が大きく変化し、本県では消防団員の約
８割が被雇用者となっています。
　このような状況の中で、消防団員を確保し、消防団の活性化を図るためには、被雇用
者が入団しやすく、かつ消防団員として活動しやすい職場環境の整備が求められます。
　事業所が、従業員の入団促進や勤務時間中の消防団活動に積極的に協力することは、
地域の防災体制の充実に資するとともに、地域社会の構成員として防災に貢献すること
となります。

 消防団協力事業所表示制度とは
　消防団の活動に積極的に協力している事業所を、各市町村が「消防団協力事業所」と

して認定し、「表示証」を交付する制度です。
　「消防団協力事業所」として認められた事業所は、取得
した表示証を社屋に表示でき、表示証のマークを自社ホ
ームページなどで広く公表することができます。
　事業所の社会貢献が広く認められ、信頼性・イメージ
が向上するとともに、地域防災体制の一層の充実が図ら
れます。

 認定を受けたい事業所の方は
　まずは、消防団協力事業所表示制度導入市村（23年4
月4日現在、9市村）にお問い合わせください。

「消防団協力事業所表示制度」
表示マーク

「消防団協力事業所表示制度」について「消防団協力事業所表示制度」について

海洋での観測風景


